








古 代 の 道

能登川駅の東側には、縄文～古墳時代の遺跡や古墳群と、
奈良時代～室町時代に建てられた神社やお寺、城跡などが
たくさんあります。これらを訪ね歩いて、“温故知新”
リフレッシュしましょう。

きたむき じゅういちめんかんのん

北向十一面観音
（猪子町）

さんめん こふんぐん

山面古墳群
（猪子町）

さ そ ひよしじょうし

佐生日吉城跡
（佐生町）

◇１

ちち じぞう

乳あずけ地蔵
（神郷町）

おかじんじゃ じんごう かめづか こふん

乎加神社と神郷亀塚古墳
（神郷町・長勝寺町）

ちょうしょうじ かんじょうつり

長勝寺勧縄吊り
（長勝寺町）

ぜんきょうじ

善教寺
（種町）

ほうどうじ いせき こうえん

法堂寺遺跡公園
（佐野町）

たいし どう

太子堂 （上宮会館・上宮さん）

（本町）

◇３◇２

◇６◇５◇４

◇９◇８◇７

猪子山へ登る道の両側に、14号,23号
などの古墳が多々ある
（市指定文化財；６世紀の豪族の墓）

猪子山北端にある巨岩（いわくら）の間
に祀られたこの観音には、健康や厄除け
祈願の参拝者が多い。ここからの眺望は
素晴しい

猪子山の東尾根には近江源氏
佐々木氏の家臣後藤氏の城跡
がある

佐生浄土橋の西方の山麓からも
登上可能（共同墓地手前より500m）

観縄吊りとは、村や社寺の入り口に、災
難や疫病などが、村に入らないように吊る
した縄である。奥の方には長勝禅寺の参
道が見える

西暦370年頃に造られた神郷亀塚古墳
は県指定文化財。その後祀
られた乎加神社は延喜式内
社。建物は国の登録文化財

約３００年前、二石六仏に彫られた
珍しい地蔵尊。産後 乳が張ったとき、
この地蔵を拝むと、乳の張れが治まる
と云われている

白鳥神社の横にある初種山善教寺には
平安時代後期の千手観音立像（市指定
文化財）と、県指定文化財の仏頭が
祀られている

今から約1300年前の白鳳時代に、この
地に住んでいた豪族が建立した寺院跡。
五重の塔の心礎や当時の伽藍配置の跡
が残っている

能登川駅ができ、住宅が増えたので、
人々が集う公会堂を建築し、そこに聖徳
太子画像が祀られた。仏教信仰の深い
土地柄を偲ばせる事象である

じょうぐうかいかん



中 世 の 道

②
だいとくじ だいほう げんよう ぜんし ひ

大徳寺と大方源用禅師碑
（能登川町）

③①
のとがわ やしきわり

能登川の屋敷割り
（能登川町）

い ば ごでんぢ

伊庭御殿地と朝鮮人街道
（能登川町）

⑤

安土城内の裏門を移築した。安土城の
残存遺構で県指定文化財。「従是南摠見
寺領」の碑が境内に残る。門前の道は
朝鮮通信使の通った朝鮮人街道である

⑥④

繖山の岩場の難所を、三社の神輿を引き
ずり下ろす勇壮な奇祭で、坂本の日吉山王
祭にならったとも言われる
県の無形民俗文化財 （坂下しは5月4日）

⑧
みょうこんごうじ ていあんしょうにん ひ

妙金剛寺と貞安上人碑
（伊庭町）

⑨⑦
いば じょうし そうぎ ほうしひ

伊庭城址と宗祇法師碑
（伊庭町）

能登川西南地区は、鎌倉時代から江戸時代に活躍した人物の石碑、
及びこの辺りを守護する神社やお寺などの建物が多く残っています。
当時の面影や詩歌などを訪ねてみよう。
（なお、現在の安楽寺,能登川,北須田は明治維新まで伊庭村に含まれていました）

おおはま じんじゃ におうどう

大浜神社の仁王堂
（伊庭町）

みょうらくじ

妙楽寺
（伊庭町）

織豊時代にこの地を領した徳永法印寿
昌が、朝鮮人街道に面して屋敷割りを行
い、明治時代に建てられた協議所はその
シンボルとして残っている

臨済宗東福寺派の第50世・大方源用禅
師が、伊庭氏の菩提寺として大徳寺を建
立したという。境内に墓碑があり、本尊の
木造聖観音立像は市指定文化財

関ヶ原の合戦に勝った徳川家康は、この
道を上洛した。以後この道を吉祥の道とし
て通行し、御茶屋御殿を造営。御茶の水
碑があり、家光は宿泊したとの説あり

い ば さか くだし

伊庭の坂下し
（伊庭・安楽寺）

ちょうこうじ おもてもん

超光寺の表門
（南須田町）

鎌倉時代前期建立の五間仏堂の遺構
を移築したもの。県指定文化財。現在は
神輿庫として五社の神輿を格納し、祭礼
の時にはその舞台となる

もと金剛寺と称したが、時の住持・貞安が
安土問答に勝って、織田信長から「妙」の
一字を賜り、妙金剛寺となった。境内には
貞安上人の墓がある

境内に法光寺・誓教寺・浄福寺・源通寺
の寺中（現在は独立）があり、周囲に堀を
巡らした豪壮な真宗寺院。系図詣り・百万
遍など珍しい行事がある

近江源氏 佐々木六角氏の守護代を務
めた伊庭氏の居城跡。江戸時代に旗本
三枝氏が陣屋を置いた。室町時代連歌
法師宗祇法師の出自地で、歌碑が建つ



湧 水 ・ 自 噴 の 道

ハリキン（ハリヨ）の池
（垣見町）

□３□２□１
ばい か も

梅花藻
（垣見町）

ちりんさんの森
（今町）

□４ □５
おがわ じょうし

小川城址
（小川町）

はちのみやあかやまじんじゃまえ

八宮赤山神社前の
湧水 （小川町）

じょうどじ

浄土寺
（川南町）

□６

□７ □８
こうしょうじ

光照寺
（阿弥陀堂町）

びしゃもんてん

毘沙門天
（新宮町）

ぐ ぜい じ

弘誓寺
（躰光寺町）

□９

能登川東地区は、鈴鹿の山を源とする愛知川に沿って、東西に集落
があります。この地区は、豊富な地下水に恵まれています。数ｍ掘る
だけで良質な水が湧き出る所もあります。飲料水や家庭用水になって
います。しかしながら、環境の変化によって湧水が減少し、綺麗な水が
少なくなってきています。

小
川
城
址

背ひれと腹に針のような突起のある
魚で、湧水の清水に生息する淡水魚。
滋賀県では絶滅危惧種に指定されて
いる

清らかな湧水の川にしか生えていない。
白い小さな梅の様な花を咲かせる。５～７
月が見ごろである

愛知川の伏流水による湧水の池。
今でも少しずつ湧いている

織田信長に攻撃されて落城。
小川土佐守祐忠の居城（屋敷）の
地名が現在も残っている

小川町地区は湧水の豊富な地域。
夏は冷たく、冬は暖かい地下水が
こんこんと湧き出ている

天台宗真盛派の寺院。豊臣秀吉の
軍師竹中半兵衛のお墓がある。子孫
がこの地に住んでいて、武将としての
先祖を崇拝して墓を建てたという

織田信長の近江攻略の焼き討ちを避
けて、池中に沈められていた阿弥陀仏
を掘り出して祀った。土地の人は大仏と
も言う。町名もこれに由来している

新村城主および村民の守り本尊として
新宮町の水田付近に、毘沙門天を祀り
御堂が建立されました

近江七弘誓寺の一つ。表門は市
指定文化財。本堂や鐘堂などは国
の登録文化財となっている




